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トでは｀毎年 この目寺期にスカ ウ トの 日と称 して、地域の皆 さんに

理解 していただ くためにスカウ ト活動の PRや 地域の清掃奉仕 (カ

ン トリー大作戦)を 行 つています。今回わた くしたちの団は県の クリーンキャンペー ンも

兼ねて、鳥見町か ら富雄駅までの 2kmほ ど清掃奉仕 を行いま した。子 どもたちは汗を流

しなが ら、 ジュー ス缶や ビール缶、煙草の吸殻 を回収 しま した。 ここ数年 ゴ ミは大変少な

くなつていますc数年前 まで |ま 大 きなゴミ袋が 7～ 8袋集 まるのですが、今年 |ま 3袋 で し

たc公 園で保護者か らの差 し入れのお茶を飲み、清掃奉仕の達成感 に満足気な子 どもたち

の顔 を見て、ふ とあることを思い出 しま した。

ちょつと古い話で恐縮 ですが、私は 1995年 チベ ッ トの念青唐古拉 山脈 (ニ ンチェン

タングラ山脈)の 未踏峰チ ズ (6004m)へ の登山に参加 しま した。その折の登 ll l隊 は

40数名の大世帯で したので当然、多数の現地の荷揚 げ要員 を雇用 したのですが、 これが

なかなかの集団で したQ現地の遊枚民、ガラゴンパ (寺院 )の 尼僧 たちのキラキラ した 日、

屈託のない笑いは大変印象的で したが、 さて荷揚げになると、ち ょつ と隙 をみてだ らだ ら

と荷揚げをす るとい う状態で した。 まだ、この程度は許せ るのですが、問題 は登山終了後

の装備 とゴミの荷降ろ しの時に起 こ りま した。登頂の為の前進基地か らベー スキャンプま

での荷降ろ しに 20名 ほ どの現地ポーター (ガ ラゴンパの尼 さん達)を 雇 っていま した。

ここで大変な光景を見たのです。空の LPガ スボンベの上に、 レ トル ト食品の袋やペ ッ ト

ボ トル、その他のゴミを乗せて、軽々 と歩いているのを驚嘆 していたのですが、その時前

を歩いていた一人が背の上に手を挙 げて、 ゴミの ビニール袋等 を、歩 きなが らポイ、ポイ

とほ り投げてい るのです。 これ には唖然 として、次の瞬間大声で怒鳴っていま した。 しか

し彼 らには、何 を怒 られてい るのか判 らなかつたのです。 しか し考えてみれば、彼 らは常

日頃か らゴミはそのまま大地に捨てていたのです。 ごみ回収の意識 がなかったのです。彼

らには、ペ ッ トボ トルは液体の容器 に、ヤクや牛の糞は拾つて壁 に塗 りつけ乾燥 させ燃料

にす るのですが、破れた ビニール袋な どは必要がないのです。今でこそ、登山家の野 口健

さんがマナスル、富士山の清掃登 LLで 投棄 されているゴ ミを回収す ることをや られていま

すが、当時のチベ ッ トではゴミを回収す るとい うことは彼 らの頭 には何かつたのです。 こ

こで、通訳を通 じてごみ回収が どんなに大切かを説明す るのに一苦労 したのです。国際化

の時代、現地の人たちの生活、宗教、習慣等 を理解す ることが どんなに大変で大事かを痛

感 させ られた出来事で した。
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8月 22曰 (D轟り  蕎麦の種まき C地区軒書靭薔り 舞  32名

・
―

の田園約7アールを全員で笹の根を取り除き、蕎麦の種を播く。蕎麦は荒れ地にもよく生育し、

また種播きから70日で収穫できるので、開拓地や冷夏時の備荒作物としてでも貴重潤脚れ ならやま

の日圃跡で育つてくれれ|よ 景観形成にも=役買つてくれるでしよう。

・C tEXI山地は19年度に整備したところに、再び笹などの下草が繁茂し、里山Grのメンバーが中心にな

つて2度目の草刈りをする。今後、里山の整備が進め畿 下草刈りなどの管理作業が重要になつてくる。

12時終了 午後自由活動

8月 25日 しЮ 晴 パソコ癬  蓼海者 12名

0かねてより適当な講習会をと検討していましたが、鈴木末■さんのコ斡旋により、

教室のご好意で実現しました。急に決まつた話でもあり、事務局のメー/1/・ リストに登録されたメンバー

に連絡し、12名の参加で実施しました WORD, EXCEL幡罵方法ヽ トラブル解決法など、実用本

位の内容で好評でしたので、時期を見て第2回目の講習会も検討したいと考えています。

8月 28日、29日  見学来訪 計24名

・8月 28日 奈賞蔑懃l澤牧 C瀬猥先生以下8名の教師の方がフイールドを見乳 豊かな里山や復元され

た田畑の状況に大変興味を持たれ、校外学習にも活用できると好評でした

08月 29日 グリーンボランティアいこま 印 山Jのメンパー16名が、里出研修の■環として来訪。

折からのにわか雨にもかかわらず、塁山整鰤の先摯の霧義製熟癖隷苺熙濃動 していました

9月 3日 0総 曇り  梅林予定地整備 ムC山地下草刈り 参加者25名

・梅林予定地の景観を飾つたヒマワリを撤去し、排水溝、植え穴の作りの準備をしました

・A地区 C働ヌについて下草刈り懇開鷺 灌泳用タンク200リ ット/1/Hを 1基設置しました

。9月 7日 、鈴木さんのトラクターが出動、有志7名が参加して梅林予定地を無 排水溝を作り

土質改良剤櫛 しました 12時終了 午後自由活動

9月 14日 幌)晴  ヨ聯講腸斡)日   参加者 5 名

9月 19日 4ED晴 会員いもはり大会 シニア自          教育実習  参加者40名

B早くも咲き始めた蕎麦の花に迎えられて、好天のもと恒例の「会員いもほり大会」が開催されました

サツマイモ、な クリと秋のならやまは魅力いつ出 ヽ畑の上は干天続きで固くなつていましたが、

子供たちは熟いこいもほりに取り組みました お芋が出てくるたび歓声を上げたり、始めて見る落花生

の実に驚いたりしていました

。お昼は、心づくしの野菜てんぶら、名物ならやま汁の振舞いがあり、里山散歩のあとのおやつには、焼

き芋のほ力ヽこ、お隣の農家から差入れのクリが焼き栗になつて、皆を喜ばせました。お土産は、サツマ

イモ、ナスクラブ好意のナス、これもお隣のプレゼントの冬瓜などが配分され、塁山の秋を存分に楽し

んだ一日となりました

。シエア自然大学校から力り のため来訪され、教育実習生7名 ともども、イベントや、塁山の

雰囲気を堪能されていました。         2        3時 解散
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秋はコオロギ 。キリギリス・バッタの仲間の季節です。コオロギとキリギリスの伸間は

鳴く虫と呼ばれ、わが国では古くから愛でられてきました。昔は虫売りがやつて来たり、

夜店や縁 日でも売られていて、季節の風物詩でもありました。コオロギの仲間も、キリギ

リスの仲間も、主なものは8月 から11月 にかけてが盛期です。また、鳴く時間帯は、昼

間も鳴いていますが、日没後が本番です。 もつとも、「キリギリス」そのものは伸間に先

駆けて 7月 初めから成虫が出現し、盛夏からずつと、昼間に「ギース、チョンJと 鳴いて

いますこ

鳴く虫として主に愛でられるのはコオロギの仲間で、スズムシ 。マツムシ・クサヒバ リ

・カネタタキ・カンタンなどが有名です。 しかし、私自身はエンマコオロギもなかなかの

美声と思っています。エンマヨオロギが珍重されないのはたくさんいるからではないでし

ょうか。ならやまでスズムシ 。マツムシに限つて言えば、スズムシはA地区裾のガマの生

えた湿地及びその周辺、マツムシは同じく畑の周辺の草むらや竹藪で、それぞれ鳴いてい

ます。鳴き出すのは日没頃からです。

バッタの仲間も夏の後半から成虫が現れますが、最盛期は9月 ・ 10月 です。イナゴは

かつて激減 していましたが、近年はだいが増えてきて、珍 しい存在ではなくなりました。

主に目にするイナゴはコバネイナゴです。

夏日漱石の小説 「坊ちゃん」に、坊 ちゃんの先生が生徒に向かつて 「なんでバッタを俺

の寝床へ入れたJと 詰間すると「バッタた何ぞな」と言 う。その虫を見せると「そりやイ

ナゴなもし」と言い返す。 「べらぼ うめ、イナゴもバ ッタも同じもんだJ… ……・とい う一

件があります。イナゴとバッタは別のグループとする説があるようですが、私たちのレベ

ルではイナゴはバッタの仲間と考えてよいと思います。 しからば、イナゴは食用になりま

すので、 トノサマバッタも食用になるかということになりますと、 トノサマバッタもイナ

ゴ同様においしいと言 う人、まずいと言 う人、硬くてだめだと言 う人などさまざまです (い

ろいろの書物による)c

秋はチョウもよく活躍 します。コスモスなどの花にアゲハチョウの仲間、タテハチョウ

の仲間、セセ リチョウの仲間などがよく訪れています。ならやまの農園の一隅に植えてあ

るフジバカマの花にアサギマダラが訪れることもありますcア カタテハ 。キタテハ 。ル リ

タテハ 。キチョウなどは成虫で越冬しますので、晩秋まで元気で飛び回つています。

アカ トンボ (ア カネ属 トンボの俗称)も 秋の風物です。アキアカネ・ナツアカネ 。リス

アカネ・マユタテアカネなどがならやまで見られます。顔の一部が水色のマイコアカネが

いることもあります。秋たけなわの頃、アカ トンボのオスは真っ赤に色づきます。

以前は初冬になると、落葉樹は葉を落としきつて、ぶら下がつているのはミノムシばか

りという光景が普通でしたが、近年はミノムシを見かけな

くなりなりました。 ミノムシの多くはオオミノガの幼虫で

したが、中国からオオミノガヤ ドリバエとい うオオミノガ

に寄生する昆虫 (ハエ)がわが国に潜入 し、これが増殖 し

てオオ ミノガを激減させたものです。今で1ま オオミノガは

稀少種 とな り、絶滅が危惧 される存在になつています。

(右の写真はオミナエシの花に来たキマダラセセ リ)
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*ならやま里出林花だより* 守口 京子

9月 14日 (月 )ハゼの葉が色づき始め、日毎に秋らしくなっています。

花壇・畑…キンミズヒキ、ギンミズヒキ、フジバカマ、ハギ、ツルボ、ゲンノショウコ、

アカバナ、セキチク、コスモス、ニラ、カンナ、センニチコウ、キクイモ、ソバ

野彙…ノアズキ、ツルマメ、クズ、イヌタデ、アキノタムラソウ、マルバルコウソウ、ア

レチヌスビトハギ、チョウジタデ、チヂミザサ、ダンドボロギク、ヌマ トラノオ

イネの花の雄 しべはよく見るのに雌 しべはあるのかなとずっと思つていました。ならや

まの国植えの時、苗をわけて t)ら って家でバケツ栽培をしていましたが、ようやく8民 の

終わりに花が咲いたので 1つ取つてえいの中をのぞいて見てみ

ました。雌しべは暗赤色 (赤米)のブラシ状でとてもきれい。

まるで深窓の令嬢です。やがてえいは開じ、雌 しべは大事に育

てられますが、雄 しべはえいの外でしばらくかんざしのように

風に揺れて花粉を飛ば 1/、 役目を終えて落ちました。数千年続

く生命の営みです。ならやまの田んぼの稲穂が垂れてきました。

*な らやまの 9月 の鳥*

小田 久美子

9月 14日 5人の参加でした。一年経過し、最後はヒヨド

リさんが騒がしい印象の日になりました。久年度からは

コースを変更して、又一年間調査を続ける予定です。種

類が多くなるコースになると思いますのでご期待下さい。

一年の成果は

'|1瀬

支部長から 11月 号で報告があります。

向菫鮮 燿々

え藩⑭絶

す す

篠消えて大化けしてる蕎麦畠 秀 夫

赤米のす くす くす くと初穂かな 秀 夫

ファームに実りの期待が膨 らむ。

も楽 しみだ。

収穫の秋。なら山

そばうち、餅掲き

[シロオニタケ]守 口京子



イベント報告『蓬締群 わくわく自藤体験会―露』

和田 美紀子

8月 2日 (日 )に『 山と森林の月間』の一環とし

て奈良市萩町はなはなビレッジにて、奈良市の委託

によリイベン トを企画しました。  ところが当日は

あいにくの大雨。警報まで出てしまい、断腸の思い

で中止を決断しました。 しかし多くの方々|こ ご協力

いただきながら準備を重ねていましたし、たくさん

のご応募をいただいて参加者を機選で決定していま

したので、中上で終わってしまうのはもったいない

という話になり、急遠、8月 23薫 (日 )を延期 ヨ:こ

設定して、参加当選者に連絡をとりましたc

8月 23日 (日 )は天気に恵まれ、暑すぎない気候の中、皆様に無事楽しんでいただくこ

とができました。参加者は 13グループ 48名 でした。60名 前後の予定でしたが、当日に

キャンセルが 2件あり (イ ンフルエンザの関係でしょうか)、 結果的に少人数でじつくり

体験・観察を楽 しんでいただけたのではないかと思います。

開会にあたり、奈良市萩町観光農園組合代表の吉本様、奈良市農林部より板倉様のご挨

拶、奈良県農林部林政課より大谷様の訪間がありました。

プログラムは、午前中は奈良産こだわりの材料で竹バームターヘン作りと自然工作 (竹

の水鉄砲・鉄砲作 り)、 午後は自然観察と間伐体験を行いましたc

あっという間に一日が終了し、参力B者の皆様に笑顔で (お 土産付きで :)帰 つていただ

きました。参加者のアンケー トで 1)大変好評でした。

準備と当ロスタッフとしても、本当にたくさんの方にお世話になりました。有難 うござ

いましたc

参加スタッフ :阿部、古サ|、 水本、塩本、勝田(均 )、 勝田(緑 )、 岸谷0瞑 )、 岸谷い口)、 林、

寺田、高松、岡田、橋本、安川、竹本、lL中 、人木、森川、渡辺、港、和田、岩田

会場整備 :阿部、弓場、明石、板橋、平井、中畑、森、寺田、岩岡      G頂 不同)

汗だくのバームクーヘン作 り 自然観察で山の中ヘ
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わくわく自然体験

開会式

大きな木を倒します     .
ヨイショヨイショ :!

8月 23日 はなはなビレッジ

どつちが薇ぶ

"競
争だ

ホ鉄砲作り

パームターヘンのできるまで

お父さんがんばる



「 きぬ い ろ fま」:こ恋 して 港 里 味

それは「はなはなビレッジ』に下見に行つた時だつた。

現場に立つと、山が「もう一度、土地の人が来て欲しい」というメッセージを発してるように感じた
…ならば、地元、いや奈良をもう一度、見つめなおしてみようじゃないか !バームクーヘンの材料
も、出来る限り奈良県産モノを使ってみたい。それが全ての始まりだった…。
だが、調べてみると意外とあるようでないものが多かった…卵、大和茶、牛乳、蜂蜜は知っていた
が、生クリーム、小麦粉が見つからない。生クリーム:ま、畜産を行つている新庄 (葛城市)で見つ
かると思つていたが、作られていなかった。小麦粉は、ある方を通じて、行政にも探してもらった
が返事がなかった…二重や滋賀で見た麦畑を思い出しながら、奈良つて、やっばりあかんのか
な?と失意の中、「そうだ :Mさんにお願いしょう」。この絨さん、実は県の森林環境教育で知り合
つた方で、早速、連絡してみると「奈良でも小麦を作っています」との返事がきた。
小麦の名前:ま「きぬいろ!ま』、奈良果で1ま桜井市、田原本町、広陵町を中心に1 30ha栽培され
ていますが、全国的には少なく、また大型化した製粉機械(工場みたいにでかい)で 1ま奈良県産
だけを仕分けして製粉することができないため、他の国産小麦といっしょに扱われ、県産小麦粉
としての流通1まなしヽ。だが、イベントヘの思いを説明して『Mさん、小麦粉、手に入れてくださいJと

お願いした。だが、一番困ったのが『きぬいろiま Jを製粉してくれる所を見つけるのが大変だつた
らしもヽ…。「らしい:・・」と書いたのは、全てMさんが手配してくれ、「きぬいろlま Jは小麦粉になつて
届しヽたからだ。初めは小麦粉が手に入れば良かった。だがMさんが「きぬしヽろは」を仕事の合間
をぬって、探してくれているのに、私が何も伝えない訳にはいかなぃ。

参加者の皆さんが「きぬもヽろは」を通じて、少しでも奈良県のモノに、地産地消に、その向こうに
は食料自給率まで関心を持つてもらいたしヽ。そこで説明ボードを作り、資料を集め、資料(轟子)

にも目を通してもらえるように全て違うメッセージを手書きし、農政事務所にiま資料 (冊子など)を

頂き、また麦のサンプルを欲しいと無茶を言い、そして材料が届くことへの感謝を伝えるBOXを
作った。しかし、力を出し過ぎた、がんばりすぎた(Mさんへの感謝の気持ちがあったからかもし
れない)、 心身ともにクタクタになってしまった。何かを伝えるのは、料理に似ていると思う、ファー
ストフードには何も感じないが、手のかかった料理には味の良さもあるが、

最後に「きぬいろは』に出会えたのは、人とのつながりと優しさだと思います。

もしかしたら一生、街ですれ違うだけで、話す事がないかもしれない人に、何かしら縁があつて、
出会って、そこから何かが始まうていったり、生き方が変わつたりしていく。出会いは不可思議な
もの。佛教には色即是空、つまり「全てのものは移り変わっていくので、空(無 )であるJというが、
全て何も無いなら、日々の出来事は、本当に愛おしいものである。
これからも、今までの縁を大切にして、新しい縁をつないでいきたい。

(伝えたいメッセージが届いているのか?は 811の 話であるが・・・)
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イベン ト報告

素晴らししヽ銀前教室 盛況・成功 iで した。

秋晴れの午後 スタッフの皆さんは、PMl:00に まま集合され 事前準備に追われておられ

ました。当日の参加者は、予想外の多人数 46名 にもなっていました。 平井さんも加わっ

て リーダー倉圏さんと最終打ち合わせを済ませスタンバイc定刻前に 図書室にはいつ

た児童たちは、にぎやかで図書室は割れんばかりでした。

「植物観察」は、スポーツやお遊戯などと違って、地味な学習 いつたいどんな展開に

なるのだろう? とカメラを片手にし校庭にでました。各班 講師の皆さんが、今 日のた

めにIl夫を重ねてしられ′たアプ 1■ ―チで、子僕たちに語りかけ 返事がかえっています。

スユーズな出足ですcその一瞬で 観察会の成功を確信 ヒ′ました。

適切なグループ分けがなされているため、その学年に合わせた 会議が進行 しています。

日ごろ見慣れた様々な植物が、色彩を帯びて一人一人の児童に近かずいてきたのです。五

感を働かせた 「体験学習」です。参加児童の皆さんたちは、知らず知らずに 自然=植物

に興味を持ち 感動をうけとめ、何かを感 じ取り 得難いお生産を胸に帰宅しました。そ

の夜は また家族で会話が弾んだことであろうと思いました。

7月 7日 のインタープ リテーション講座から始まり 予想外に早い 出前教室となりまし

た。さすが 皆さんの熱意と周曇1な 準備がこの実績・感動を呼びこんだ1)の と 思いまし

たc翌朝校長先生は、“しおり"や “シュウ酸の効果"を児童から聞かされたとお話されて

8

佐保台′』ヽ「校庭の自然観察会J

1.観察会の実施 日時 :H21.9.16(水 )14:30～ 16:30

2.場所 :佐保台小学校     西村 和夫 校長

3.主催

4」 主旨

5,対象

佐保台ゆめ教育プラン協議会 野国会長 中久保さん、三囲村章子さん

奈良市 。ゆめ教育プランに基づく課外授業の一環、校庭の自然観察会を行なう。

低学年 ,中学年を中心に 20名程度の予定 高学年は比較的少ないとの予想

但 し、実際の応募状況を見てみないと、人数・学年ともなんともいえない模様

6,参加スタッフ :岩日、小日、本本す、倉田、小嶺、塩本、寺田、橋本、林、平岡の

10名 の予定

いました



il_

イベント報告|■1餐越験畿懸鰹輔廃雪嬢鵞鷲疲場蝿麗欝醗鐘 橋本由美子

小学校の校庭観察会やファミリー向け観察会を今後 「奈良・人と自然の会」の展開の方

向の一つとして挙げられている。去る9月 16日 佐保台小学校の「ゆめ教育プラン」に基づ

く課外授業の一環として、校庭観,察会がいいお天気の下、行われた。

この観察会にあたつての準備は、7月 7ロ インブジ入 F電講座 (な らやま BC).7月 27舅

佐保台小学校の校庭の下見。そして、マツ 'ク ローバー・カタバミ。匂い (クスノキ。ケ
゛
ッケ́イシ

゛

ュ…ヽクソカス
゛
ラ)・ スカイウオーク・クロガネモチを取り上げることにした。その日のうちに倉

圏さんより、インブリモデルと、校庭マップが、メールで届き、8月 31日 佐保台小学校で

のリハーサ′レ.ス タッフの前でするインプリ|ま 、とてもドキ ドキ緊張して、言いたいこと

が飛んでしまったり、頭が真っ白になつたりしたc

話は変わるが、T層 2日 の守暉さんのならやまの観察会で:ま 、たとえば、ヤマウルシにつ

いて、特徴、ハゼとの違い、使い道、歴史に至るまで幅広く紹介してくれ、とても楽 しく、

(私 もこんなインプリが出来たらいいな～)と 思った。また、8月 23日 はなはなビレッジ

での林さんのインプリは、導入で子供たちに 「動物と植物の違いは何だろう?Jと い うや

さしい口調の問いかけから始まつた。一方通行でない、素敵なインプリに感動 した。林さ

ノレ:こ
「その導入を使わせてもらつていいですかc」 と許可を得て、9月 16興 本番、私は、目

をキラキラさせている小学校 3'4年生を前に
「
動物と植物の・・・」と始めた。初めはカ

タバミ、みな身を乗 り出 し́て葉っばを観察.夜、葉を開じること、種は数 メー トルとぶこ

となどをクイズ形式で進め、次に 10円 玉みがきは、みな必死になってきれいにし、喜ん

でくれたc葉 っばをかじらせると、「すつぱ―い。」と予想通 りの反応。滑り縮しは順調だ。

次は、パー トナーの寺田さんの説明の番 「匂い」。大きな声の堂々たる花の匂いの説明、本

の匂いの説明、子供たちに葉っばを匂わすタイ ミング、おみごと |「 いい匂いJと か 「く

っさ―」とか言い合い、笑う。本当に楽しい。中

にはヘクソカス
゛
ラの香りが森林の匂いがして好き、な

て子もいた。次はスカイウォーク。鏡を鼻の下に

置き、上の方を映して歩く。これは鳥になった気

分で文句なく楽しい。

次のクロガネモチの葉っばに字が書けるのに1ま 、

ことの外驚いていた。残 りはマツとクロ~バー。

マツでは少しだれてきた。話に引きつけられず、

一部の子が離れて座 り込む。焦る。そこで、バ

ー トナーの寺田さんがサポー トしてくれて、何

とか次のクローバーヘとつなぐ。花の数は、た

くさんの花の集まりだということを意外と多く

の子が知つていた。花の数を数え、小さなさや

の中の種を見つけ、無事ゴール。ほっとした。

教室に戻り作った栞、字を書いたクロガネモ

の葉、ビカビカl「N10 FI玉 をお土産に持ち帰っ

てもらつた。みな笑顔Gみないい子たちだつた。



通好みの彩 リ ヤマ ドリ 小田 久美子

『あしびきの やまどりの尾の

しだり尾の ながながし夜を

ひとりかも寝む』(夜はひとり

寝するといわれる山鳥のように

私も長い長～い秋の夜を独り寝るの

かなぁ)「 の」め`繰 り返 しl■・てくるテンボある不思議な魅力の歌3 ご存無、歌聖 1人 所異」

の作品です。

『足り|き の山鳥の尾のしたりがほ 人丸ばかり歌神(う たかみ)で なし』と後の狂歌に残つ

ています。いつの時代も僻みつぽい、いえ、ウィットのある人はいるものですね。 ヤマ

ドリは日本固有の鳥でキジより少 し大きく、歌の形容に弓|き 合いにされるように雄の尾は

とても長いのです。その美 しい尾は、昔から矢羽などに使われ珍重されて来ました。

雌はキジのメスと似ていてチラリと見ただけでは見分けが難 しい地味な鳥です。 山裾の

開けた人里にいるキジは意外に身近な鳥ですが、一方のヤマ ドリは広い広葉樹の森にと棲

み分け、ひつそり生活をしていてなかなか出遭えませんc私は 2回だけニアミスのような

出遭い方をしただけの憧れの鳥です。そんなヤマ ドリに何度も出会える人がいるのです。

ゴルフ場の芝刈りをしている人の前後を歩いたり突いたり「時には噛み付きよんねん!l」 先

日そんな事をのたまう殿方がいました。私たちバーダーにはとても羨ましい話です。

<藤 kの漱夢二>

え tき よの轟備のかけらをおい集めて

各,)1島 人
'F

を締lttt ξ tた サルビアが生 く麟え まるで一筋の花力ゞ費を静るよう

職 tヽ 鶴`ガのJも のすltそ っと疼けこんで 約の共場が奪fか ltと きめく

恙ただ山来えのすい春り|:酔いt't 小す十手をオしいための頃がは
'tい

物よにrll'tの構を
'ず

さt｀ 継幸よ その守博争摯麦 tビ 京′tみ 11次誇う

繰りわけ
`f"lの

it夕tの こか速く11さ こう 射Uをの果での夕躾えitえ輝く二特よ

タネタLに オよよげるよう:電 轟〆iう島★ちに 群夕1111ぎ′Lず機違いか11

パレット|:撼,t★公のユのよう11山緩が十↑いて・ 譲色も発やかに燥ス|す るよの募

剣t｀ 時の行オξかたず
=各

んで1+か :〔 見守ろ 作ぎみてなお島く見上げるよの生よ
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ベン働花歳颯

穀若寺①職スモス

攀畿 寒真基著班を撃F薫鷲轟晨[進

慧灌 (えかん)に よつて開かれたお寺

ですが、幾度 もの戦乱に巻き込まれJ栄

結盛衰を繰 り返 し現在に至っていますЭ

鎌倉時代に再興された国宝の楼門 (ろ

うもん)を くぐると約十万本 といわれ

るコスモスと天平 7年 (735)聖武天皇

が造営 された と伝えられている十二重

の石塔が迎えて くれます c

コスモス (稀名 アキザ クラ (秋桜 ))

キク科 双子葉植物

原壼地 メキシヨ

花期  7月 か ら 12周 上旬

花言葉は、少女の純真・真心

誕生花 10月 5日

(イ也に 7月 16日 、8月 14日 )

学名 Costtos biplnnatus

Cos豊os  iコ スモス興

biplnnatus : __匡 ヨ1コ場RO)

CosIIlosは 、ギリシャ語で、秩序・調和を意味する「kosmos」 に出来する。

☆9月 15日の一日で出会つた生き物たち

朝の散歩で道路をちょこちよこと動してもヽる「う一ん ネズミじゃなも弩グラ?』溝に下りたのを確認したらや

|まリモグラ・3「どうして舗装の道を?近 道だつたの?」

・畑で5メートル先から突然キジが「ケーン」と飛び出て私はびつくり。 キジもびつくり。

・草弓|きをしてしヽたら胴回りが2センチ長さが12センチ位の卜カゲが口を開1サて 苦しそう「どうしたの?」

体をみたら怪我をしてしヽる。ブロッコリーの種の大きさの真つ黒い目が可愛い。日陰|こそつと寝かせる。

・レタスの種を蒔していたら、アリが目の前でもうその種を運びだした「何するの !返して :」と 大人の分

Bllもなく取り返した私でした。(毎年毎年種を取られているので)(斎藤 )

☆斑鳩より4日 ・ 9日 コシアカツバメがいました。 16日 田

ん|ゴにツバメが 12羽 υ`ました。

・ 8口 遠 くに黒いハ トと白いハ トが並んで飛んでいました。

いつまでも飛んでいるのでおかしいと思つて双E長鏡でよく見

ると、チョウゲンボウをカラスが追いかけていたのでした。   ).

カラスに怖いものなしです。

。14日 斑鳩小吉田の体耕田にタマシギオス・ヒバ リシギ 。

バン・トウネンがいました。           (勝 田)

キ

`く
寛境

:驚

f
:=

|■ t謙

か摯筆■　一わ件とコスモス轟輔鑢
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